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韓謡議1って言ったのに！
日本脳炎の予防接種が始まります　5月16日～6月30日



4た7428万5，000円

特別会計　　　　　　（単位‥千円） 
予　算　額 �前年度比較 

国　民　健　康　保　険 �609，427 �＋52，445 

農　　業　　共　　済 �46，053 �＋　5，415 

住宅新築資金等貸付 �28，107 �－11，327 

霊　　　　　　　　園 �201，368 �－20．620 

学　　校　　給　　食 �146，104 �←　　577 

老　　人　　保　　健 �688，695 �－　8，153 

請 �1，719．754 �＋11，183 

第35回

hm柳がツタ
5月28日㈱・29日（日）

遠賀川漕艇場1．000mコース

主催：親鶏麓謹ヒ九州市体育協会

（2）

●　い　り　　き　相人 

註一三：「三三 17迫化を0合所 
日　　t　　lへ西　　　　く　金　　だ「み 
う　　2　　区　　　　だ　も∴∴∴さ　婦、へ 
1　則　　　　さ　い　　い人－ 

昭
和
六
十
一
二
年
度
一
年
間
の
施
策
を

織
り
込
ん
だ
予
算
が
、
三
月
の
定
例
議

会
で
成
立
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
予
算
は
、
一
般
会
計
は
三

十
億
五
千
四
百
五
十
三
万
一
千
円
で
、

前
年
に
比
べ
て
二
十
七
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

特
別
会
計
の
十
七
億
一
千
九
百
七
十
五

万
四
千
円
を
合
せ
る
と
、
総
額
四
十
七

億
七
千
四
百
二
十
八
万
五
千
円
と
な
り

ます。い
ず
れ
も
、
「
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
あ
げ
る
」
こ
と
を
基
本
に
、

二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
施
策
を
計
画

し
、
住
民
生
活
に
直
結
し
た
地
方
自
治

を
推
進
す
る
た
め
に
、
限
り
あ
る
財
源

を
、
よ
り
効
率
的
に
配
分
し
な
か
ら
、

「
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
で
豊
か
な
人
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

次
に
予
算
を
歳
入
・
歳
出
別
に
お
話

し
し
て
ゆ
き
ま
す
。

園
　
囚

遠
賀
町
の
財
源
は
、
自
主
財
源
（
町

が
自
主
的
に
収
入
し
う
る
財
源
）
と
、

依
存
財
源
（
国
や
県
の
意
志
決
定
に
基

づ
く
財
源
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
歳

入
の
五
十
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
自
主

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
主
な
財
源
は
●
町
税
　
●
地

方
交
付
税
　
●
昌
・
県
支
出
金
　
●
繰

越
金
　
●
諸
収
入
　
●
町
億
な
ど
で
す

園
　
固

歳
出
は
、
投
資
的
経
費
（
支
出
の
効

果
が
資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
る
も
の
）

と
、
消
費
的
経
費
（
後
年
に
形
を
残
さ

な
い
牲
質
の
も
の
）
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
本
年
度
の
予
算
で
す
が
、
投

資
的
経
費
に
は
、
歳
他
の
二
十
九
・
〇

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
八
億
八
千
六
百

八
十
四
万
一
千
円
を
投
入
し
、
土
地
改

良
な
ど
農
業
関
係
や
、
道
路
・
河
川
・

公
園
整
備
（
ナ
イ
タ
ー
照
明
ほ
か
）
な

ど
の
都
市
計
画
事
業
、
消
防
施
設
、
中

学
校
改
修
、
社
会
教
育
施
設
の
整
備
、

体
育
施
設
（
町
民
体
育
館
）
の
整
備
な

ど
を
行
い
ま
す
。

次
に
、
目
的
別
で
は
●
緩
会
費
●
総

務
費
　
●
社
会
福
祉
・
老
人
福
祉
・
保

育
園
児
の
措
置
費
・
乳
幼
児
等
医
療
事

業
・
地
域
改
善
対
策
草
葉
・
各
種
健
康

診
査
検
診
・
予
防
接
種
・
環
競
衛
生
な

ど
住
民
の
福
祉
向
上
・
健
康
対
策
な
ど

の
民
生
費
・
衛
生
費
　
●
失
業
者
の
雇

用
促
進
を
図
る
労
働
諌
　
●
震
林
水
産

業
、
商
工
費
　
●
道
路
・
河
川
の
改
良

維
持
補
修
・
町
営
住
宅
の
維
持
・
都
市

計
画
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
畢
業
・

総
合
運
動
公
園
整
備
な
ど
の
土
木
黄

●
町
民
の
生
命
と
財
産
保
全
の
た
め
の

消
防
襲
　
●
教
育
振
興
・
小
中
学
校
管

理
（
中
学
校
大
規
模
改
修
）
お
よ
び
公

民
館
事
業
・
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
等
を

行
な
う
社
会
教
育
・
体
育
施
設
の
維
持

整
備
（
町
民
体
育
館
等
）
な
ど
の
教
育

費
　
●
過
去
に
国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ

た
町
億
の
元
利
償
還
を
行
う
公
億
費
な

ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
五
年
福
岡
と
び
う
め
国
体

を
ひ
か
え
、
遠
賀
晴
ら
よ
り
大
き
く
飛

顕
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
、
国
際
感
覚
豊
か
な
「
生
活
都

市
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
農
業
、
商

工
業
、
社
会
福
祉
な
ど
町
の
活
性
化
対

策
を
、
ま
た
豊
か
な
人
づ
く
り
の
た
め

に
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
な
ど
を
推
進
し

て
ゆ
き
ま
す
。

以
上
が
予
算
の
大
綱
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
た
だ

い
ま
職
員
が
鋭
意
、
計
画
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
実
施
の
折
に
は
皆
様
の
ご
協

力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



一膳合計

歳出

50倍5，455万1，009

385，716（23，142）

12．6％　＋10．338

629，535（37，771）

璽
20．6％　＋278，586

一般会計　⑲ ���30億5．453万1．000円　（鈍：千円， 

63年度予算 �桶成比鮨 �前年度比較 �� �63年度予算 �櫓成比㈲ �前年度比較 

自 主 財 源 �町　　　　　　税 �工088，454 �35．6 �＋　36，211 ��地　方　譲　与　税 �35，000 �1．1 �±　　　0 
分担金及び負担金 �53，419 �1．7 �＋　　774 �� �1 �－ �＋　　　1 

使用料及び手数料 �32．896 �1．1 �＋　2．833　　依 �� �30，000 �1．0 �士　　　0 

財　産　収　入 �48，409 �1．6 �‾　7・060　　存 �� �35，000 �1．1 �±　　　0 

寄　　附　　金 �1 �－ �±　　　0 ��地　方　交　ィ、　税 �850，000 �27．8 �＋250，000 
4言64 �0．1 �＋1，864 繰　　入　　金 �34，201 �1．1 �＋ i　． �� �222，338 �7．3 �＋　3，621 

繰　　越　　金 �224．346 �7．4 �＋215、456 �� ∈∋ �83．080 �2．8 �＋　　693 

諸　　収　　入 �151．622 �5．0 � �� 
16主600 �5．3 �＋116，800 

l† �1．633．348 �53．5 �＋289，976 �� 請 �1．421．183 �46．5 �＋372．979 

（3）

五
月
は
水
防
月
間
で
す

遠
賀
川
「
水
陽
の
目
」
…
・
‥
5
月
3
1
日

五
月
は
水
防
月
間
で
す
。
こ
れ
は
、

水
害
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

は
、
河
川
工
薯
と
と
も
に
水
防
活
動
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
住
民
の

み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
水

防
活
動
へ
の
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

水
害
を
防
ぐ
た
め
に
国
、
県
、
市
町

村
は
、
い
ろ
い
ろ
な
河
川
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
河
川
の
改
修
に

は
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
や
、
異
常
な

大
雨
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
水

害
に
対
し
て
絶
対
安
全
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
重
要
な
の
が
水
防
活
動
で

す
。
河
川
工
事
と
水
防
活
動
は
水
害
を

防
ぐ
た
め
の
事
の
両
輪
で
す
。
地
元
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

水
防
は
郷
土
を
愛
す
る
我
等
の
務
め

遠
賀
川
「
水
陽
の
目
」

記
念
講
演
と
映
画
の
会

●
目
　
時
　
5
月
3
1
日
（
火
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分

●
場
　
所
　
直
方
市
筑
豊
会
館

●
そ
の
他
　
入
場
無
料
で
す
。
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。

●
詳
細
に
つ
い
て
は

建
設
省
遠
賀
川
工
事
事
務
所
調
査

課
へ＄
0

9

4

9

2

（

2

）

1

8

3

0



●

料

金

無指新和母役13
科導生睦子揚時
児　　享保30
の　　帳健分
接　　受室I
い　　領　15

万　　の　　時、　方　　00

沐　　は　　分
浴　　、

（4）

遠賀川郵便局からのお知らせ

巡回成人病健康診断

最近は、生活環境の変化や過度の仕事からく
るストレスのために高血圧症、心臓病などの「成

人病」が増加しています。

成人病は自分では気づかないうちに進行して
いることが多く、早期発見、早期治療がなによ

りも大切です。

遠賀川郵便局では、低料金で次のとおり健康
診断を行います。

′日　時　5月26日㈹・27日㈱の2日間

午前9時から検査開始　遅くとも
10時までにはおいでください。

′場　所　公民館別館前（遠賀川派出所横）
′料　金　　3，500円
′申し込み及び問い合わせ先

遠賀川郵便局℡（293）0042
検査内容や注意事項については申し込み時に

お尋ねください。

重
婚
人
衛
生
　
の
話
…

折
尾
田
中
達
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

前
回
ま
で
の
乳
ガ
ン
の
話
は
い
か
が

で
し
た
か
。
現
在
乳
ガ
ン
は
子
宮
ガ
ン

を
抜
い
て
婦
人
の
ガ
ン
の
一
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の
婦
人
科
の

医
旗
は
乳
ガ
ン
が
中
心
と
な
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。

ま
た
、
以
前
お
話
し
し
た
漢
方
医
学

の
話
は
い
か
が
で
し
た
か
。
少
し
分
か

り
づ
ら
い
点
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
漢
方
医
学
は
体
質
改
善
の
医
学

と
も
言
わ
れ
、
み
な
さ
ん
の
体
位
向
上

に
た
い
へ
ん
役
立
つ
も
の
で
す
。

こ
の
二
つ
の
話
を
お
忘
れ
に
な
ら
ず

生
活
に
役
立
て
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
今
回
か
ら
婦
人
衛
生
の

中
で
身
近
か
な
も
の
、
す
ぐ
に
役
立
つ

も
の
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

世
界
を
探
そ
う
ボ
ク
ら
の
町
で

第
五
回
全
国
一
斉

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
み
ん
な
の
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
だ
れ
も
が
楽
し
く
競
鼓
で

き
ま
す
。
さ
あ
、
み
ん
な
で
新
し
い
遠

賀
町
を
探
し
に
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

●
目
　
時
　
5
月
1
5
日
（
日
）

・
受
付
　
9
時

・
ス
タ
ー
ト
　
1
0
時
（
全

国
で
一
斉
に
）

婦
人
科
の
病
気
で
誰
も
が
よ
く
か
か

る
病
気
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
帯
下

（
こ
し
け
・
お
り
も
の
）
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
を
病
的
な
も
の
と
考
え
る

か
、
生
理
的
な
も
の
と
考
え
ろ
か
は
、

今
な
お
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
帯

下
は
膣
か
ら
分
泌
さ
れ
る
液
体
を
さ
し

ま
す
。
膣
壁
は
体
の
表
面
の
皮
膚
と
同

じ
細
胞
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
体
の
表

面
の
皮
膚
に
は
汗
腺
と
皮
脂
腺
が
あ
っ

て
、
こ
の
二
つ
の
腺
か
ら
の
分
泌
物
に

ょ
っ
て
適
度
な
潤
い
と
つ
や
を
保
っ
て

い
ま
す
。
で
は
、
膣
壁
に
は
分
泌
の
た

め
の
腺
が
全
く
存
在
し
な
い
の
に
、
牛

乳
の
よ
う
な
分
泌
物
が
あ
る
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
。
こ
こ
に
婦
人
独
自
の
生
体

防
御
の
し
く
み
が
あ
る
の
で
す
。
艇
内

に
は
生
ま
れ
つ
き
デ
ー
テ
ル
ラ
イ
ン
氏

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
前

●
標
　
目
　
6
嵐
～
9
鳥
で
フ
ァ
こ
く
二
日
ノ

ー
コ
ー
ス
、
健
脚
コ
ー
ス

な
ど

●
参
加
賞
　
2
0
0
円
（
保
険
な
ど
）

●
申
込
み
　
当
日
受
付
に
て

●
そ
の
他
　
水
筒
、
雨
具
、
筆
記
具
な

ど
を
ご
用
憲
く
だ
さ
い
。

●
主
　
催
　
日
本
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

協
会

●
詳
細
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
ま
で

腔
梧
菌
と
い
う
菌
が
住
み
つ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
菌
は
膣
内
の
容
物
を
分
解
し

て
酸
桂
皮
4
・
0
と
い
う
乳
酸
を
作
り

ま
す
。
艦
内
は
こ
の
乳
酸
に
よ
っ
て
強

い
酸
性
に
な
り
、
外
か
ら
有
害
な
菌
が

侵
入
し
て
も
殺
し
て
し
ま
い
清
浄
な
状

態
に
保
た
れ
ま
す
。
こ
れ
を
膣
の
自
浄

作
用
と
い
い
ま
す
。

た
ビ
ン
な
ど
ふ
た
の
付
い
た
容
器
に
入

れ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
（
牛
乳
ピ

ン
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

●
時
　
間

●
場
　
所

●
持
参
晶

●
内
　
容

●
期
　
日
　
5
月
穂
日
（
月
）

●
期
　
日
　
5
月
1
9
日
（
木
）

●
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
対
象
者
　
満
3
歳
を
超
え
、
満
4
歳

に
達
し
な
い
幼
児

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳

●
料
　
金
　
無
料

－
－
一
歳
児
検
診
に
尿
検
査
が
加
わ
り
ま

し
た
。
お
子
さ
ん
の
尿
を
m
m
程
度
、

検
診
日
の
早
朝
採
取
し
て
、
よ
く
洗
っ

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

4

親
と
子
の
カ
ヌ
ー
教
室

あ
な
た
も
カ
ヌ
ー
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
日
　
時
　
5
月
診
目
（
日
）

9
時
～
1
5
時
5
0
分

●
場
　
所
　
遠
賀
川
河
川
敷
（
3
号
線

よ
り
5
0
0
m
下
流
）
天

候
な
ど
に
よ
り
変
更
す
る

場
合
あ
り
、
小
雨
決
行

●
定
　
員
　
紬
人

●
垂
加
賞
・
大
人
2
、
0
0
0
円
　
小

学
生
以
下
1
、
0
0
0
円

（
保
険
料
含
む
）

●
締
　
切
　
5
月
鳩
目
（
水
）
ま
で
、

締
切
り
自
前
で
も
定
員
に

な
っ
た
場
合
は
締
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
そ
の
他
　
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
タ

オ
ル
な
ど
、
濡
れ
で
も
よ

い
服
装
で
着
替
え
を
ご
用

憲
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
、
鮮
紅
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
ま
で

＄
（
2
9
3
）
1
2
3
4

福
岡
県
少
年
の
船

●
期
　
間
　
8
月
Ⅱ
日
～
8
月
1
5
日

4
泊
5
日

●
研
修
地
　
沖
縄
本
島

●
内
　
容
　
沖
縄
の
少
年
と
の
交
歓
会

見
学
、
船
上
で
の
研
修

●
定
　
員
　
9
0
0
人

・
小
5
年
以
上
6
0
0
人

・
中
学
生
　
　
3
0
0
人
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下記の施設は、遠賀コミュニティセンター

の窓口で利用申し込みの受け付けをしています。

●小中学校の体育館

●第1　第2武道場

●陶　芸　室

お問い合わせは、遠賀コミュニティセンタ
ー内　体育振興係まで審（293）6525

（5）

先
ご
ろ
、
浅
木
区
公
民
館
で
浅
木
青

年
団
（
通
称
m
悠
）
の
発
会
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
「
ふ
れ
あ
い

と
笑
顔
で
、
美
・
感
・
遊
・
別
の
セ
ン

ス
あ
る
人
づ
く
り
と
、
豊
か
な
地
域
づ

く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
こ
れ
か
ら

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と

です。会
長
の
高
島
豊
明
さ
ん
は
、
「
北
九

州
市
に
八
年
ほ
ど
転
居
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
間
に
遠
賀
町
の
様
子
が
が
ら

り
と
変
っ
て
し
ま
っ
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
近
所
を
散
歩
し
て
い
て
も
知
ら

な
い
人
が
多
く
て
、
気
楽
に
声
も
か
け

ら
れ
な
い
。
昔
と
違
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
な
と
思
っ
て
い
た
や
さ
き
、
こ
の
会

結
成
の
諸
を
聞
き
、
す
ぐ
に
飛
び
つ
き

ま
し
た
。
多
様
化
す
る
今
の
時
代
に
マ

ッ
チ
し
た
青
年
団
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
の
盆
踊
り
や
運
動
会

お
く
ん
ち
な
ど
、
み
な
さ
ん
楽
し
み
に

し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
」
と
力
強
く
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
「
浅
木
区
に
お
住
ま
い
の
1
8

歳
か
ら
の
歳
ま
で
の
万
の
入
会
を
、
首

を
長
く
し
て
待
っ
て
ま
す
。
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

●
費
　
用
　
小
　
5
万
8
、
0
0
0
円

申
　
6
万
2
、
0
0
0
円

●
締
　
切
　
5
月
針
目
（
火
）

●
申
込
方
法
　
申
込
書
に
返
信
用
封
筒

（
申
込
者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
、

柳
田
切
手
を
貼
付
）
を
添
え
て
、

〒
純
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

福
岡
県
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会

事
務
局
へ

申
込
書
は
町
教
育
委
員
会
窓
口
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の

3
月
幼
日
・
広
渡
小
学
校

法
木
A
チ
ー
ム

田
中
豊
彰
・
高
木
秀
行

岩
本
ナ
セ
・
宮
本
亮
子

●
準
優
勝
　
広
漠
小
ク
ラ
ブ

男
子
　
田
口
潤
二
郎
・
梶
原
伸
一

女
子
　
山
口
睦
美
・
梶
原
美
恵

貸
付
け

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

自
動
車
事
故
の
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

み
な
さ
ん
へ
の
援
護
業
務
を
行
っ
て
い

ます。交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
け

●
対
　
象
　
自
動
車
碧
故
に
よ
り
死
亡

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が

残
っ
た
人
の
子
弟
（
0
歳
か

ら
中
学
卒
業
ま
で
）
で
、
そ

の
保
護
者
が
住
民
税
非
課
税

な
ど
の
一
定
の
要
件
に
合
致

す
る
人

●
金
　
額
・
当
初
の
一
時
金

1
3
万
3
、
0
0
0
円

・
貸
付
け
期
間
中
の
月
額

1
万
6
、
0
0
0
円

・
入
学
支
度
金
3
万
6
、
0
0
0
円

●
期
　
間
　
貸
付
け
決
定
の
時
か
ら
中

学
校
を
卒
業
す
る
ま
で

●
刺
　
子
　
無
利
子

●
返
還
方
法
　
貸
付
け
終
了
後
6
カ
月

を
経
過
し
た
後
、
幼
年
の
均

等
分
割
返
還
（
苗
・
大
学
へ

進
学
の
と
き
は
卒
業
ま
で
猶

予）

と
介
護
料
の
支
給

介

護

料

の

支

給

●
対
　
象
　
自
動
車
疎
放
で
肺
損
傷
・

脊
髄
損
傷
を
生
じ
、
一
定
の

基
準
に
合
致
す
る
人

●
支
給
額
・
入
院
　
3
、
8
0
0
円

・
自
宅
　
1
、
9
0
0
円

（
共
に
1
日
に
つ
き
）

●
問
い
合
わ
せ

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
福
岡

主
管
支
所
業
務
課

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
3
丁
目

1
0
－
1
7
　
陸
運
会
館
ピ
ル
3
階

㊧

0

9

2

（

4

5

1

）

7

7

5

1
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アスファルトの平らな道を歩くのと遠い、 

∴野外生活の知恵　　山道は上り、下りや足場の悪い所ばかりです。 

亨サバイバル入門　　誌慧楽譜窯業㌔完結詩 
を身につけておきましょう。 

Siは朗【切彊蒜長aS調音　　　　　　　　　　ト歩き方の基本－急ぎ足やタラダラ歩きは疲れるo 

霧韻痢崖卜護薫蒸詩 
ク／ノン／　の，差越議題。蘭書聞 

馨轄繋義翠 
襲J／川用品ナ乞 三‾三三∴、毛 キト靴の中で足があそはないよう（こ、靴ひもは しっか。結ぶ。 

ト走って坂道を下ろのが、一番危ない。 

（6）

避
難
方
法
を
総
点
検

避
難
の
陳
、
い
っ
た
ん
脱
出
し
た
ら

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
絶
対
に
も

ど
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
煙
だ
け
で
炎

が
見
え
な
い
か
ら
と
油
断
す
る
と
、
煙

や
ガ
ス
に
よ
る
中
毒
や
窒
息
で
思
わ
ぬ

事
態
と
な
り
ま
す
。
煙
や
ガ
ス
の
恐
ろ

し
さ
を
十
分
認
識
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い。火
災
に
遭
っ
た
ら

●
木
造
住
宅
で
は

㈲
二
階
か
ら
階
段
を
使
っ
て
下
に
降

り
ら
れ
な
い
場
合
は
、
雨
ど
い
を
伝
わ

っ
た
り
、
シ
ー
ツ
や
カ
ー
テ
ン
を
つ
な

い
で
ロ
ー
プ
の
代
わ
り
に
し
て
避
難
し

ま
し
ょ
え
ノ
。

㈲
や
む
を
得
ず
二
階
か
ら
飛
び
降
り
る

と
き
は
、
ふ
と
ん
や
マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど

ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
る
物
を
落
と
し
、
そ

の
上
に
降
り
ま
し
ょ
う
。

●
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
は

0
自
室
か
ら
出
火
し
た
ら
、
窓
や
ド
ア

を
閉
め
て
他
に
延
焼
し
な
い
よ
う
に
し

て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
・
救
急
件
数
（
3
月
中
）

㈲
上
の
階
か
ら
出
火
し
た
と
き
は
、
階

段
を
使
っ
て
あ
わ
て
ず
下
へ
避
難
し
ま

し
ょ
，
7
0

㈲
下
の
階
か
ら
出
火
し
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
外
の
非
常
階
段
で
避
難
す
る
よ
う

も
し
下
に
逃
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
屋
上

の
風
上
の
方
で
救
助
を
待
ち
ま
し
ょ
う

●
地
下
街
で
は

㈲
係
員
の
指
示
に
従
い
落
着
い
て
行
動

し
ま
し
ょ
ー
フ
o

㈲
壁
ぎ
わ
に
身
を
よ
せ
て
燈
に
ま
か
れ

な
い
よ
う
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

㈲
避
難
口
は
0
0
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
あ
り

ます。
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（7）

続
遠
賀
町
文
学
散
歩

す
ぎ
て
ゆ
く
、
昔
の
こ
と
な
ど
知
ら
ぬ

4
9
　
と
い
っ
た
姿
で
。

（

鉄
路
に
沿
っ
て
　
㈲

き
ん
ほ
う
け
　
黄
砂
が
忘
れ
て
い
っ

た
造
　
　
　
　
　
　
　
　
花
御
史

今
年
は
じ
め
て
の
黄
砂
が
く
る
。
近

く
の
山
の
緑
も
う
す
ぼ
け
た
よ
う
に
見

え
、
遠
い
山
々
は
ま
る
で
薄
衣
を
被
っ

た
よ
う
に
、
白
く
霞
ん
で
い
る
。

川
沿
い
の
道
を
下
流
に
向
か
っ
て
歩

く
、
足
元
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
雑
草
が
白

く
、
紅
く
、
紫
色
に
、
ま
た
黄
色
に
花

を
咲
か
せ
て
、
串
で
も
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
の

黄
色
が
美
し
い
。

遠
く
の
土
手
を
走
る
自
動
車
の
屋
根

の
白
い
輝
き
が
、
ま
る
で
童
話
の
中
の

出
来
事
の
よ
う
に
見
え
ろ
。
黄
砂
が
描

い
て
く
れ
た
一
枚
の
風
景
画
で
あ
る
。

黄
砂
曇
る
日
そ
ら
に
挿
す
白
い
花
花
街
史

ふ
と
鉄
路
の
傍
に
見
つ
け
た
一
極
、

そ
れ
は
た
し
か
に
白
蓮
だ
っ
た
。
い
つ

も
は
そ
れ
ほ
ど
気
が
つ
か
な
か
っ
た

が
、
眼
の
前
の
景
色
が
、
家
も
人
も
、

山
も
川
も
、
と
っ
ぷ
り
黄
砂
に
つ
つ
ま

れ
た
中
に
、
白
く
浮
か
び
出
た
花
。
殊

の
外
に
白
が
美
し
く
、
白
い
色
を
こ
れ

ほ
ど
白
い
と
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ

た。

あ
げ
潮
が
匂
い
　
ガ
ー
ド
の
黒
い
彩

花
御
史

と
つ
せ
ん
眼
の
前
に
迫
っ
た
鉄
橋
の

ガ
ー
ド
。
そ
れ
は
明
治
の
初
め
こ
こ
に

鉄
道
が
設
け
ら
れ
た
頃
の
も
の
だ
ろ

ヽ
つ
o

い
ま
で
は
こ
の
一
つ
の
構
造
物
が
、

さ
な
が
ら
十
九
世
紀
の
遺
物
の
よ
う
に

妬
く
動
く
、
と
り
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
怪
物
の
よ
う
な
鉄
の
塊
を
、
黄
砂

黄
砂
の
空
　
支
那
の
と
ん
ぼ
が
飛
ん

で
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
花
御
史

こ
の
旬
は
古
い
作
品
で
あ
る
が
、
黄

砂
が
は
る
か
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
空
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
の
物
体
も
含
め
て
運
ん

で
く
る
、
こ
の
偏
西
風
に
乗
っ
て
稲
の

書
風
な
ど
も
飛
ん
で
く
る
の
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
思
い
が
曇
り
空
に
と
ん
ぼ
の
幻

影
を
発
見
し
た
の
で
あ
っ
た
。

黄
砂
が
来
る
と
夏
も
隣
り
で
あ
る
。

（
片
山
花
街
史
）

に
曇
る
風
景
の
中
に
見

出
し
た
こ
と
は
、
こ
こ

の
鉄
路
だ
け
が
知
っ
て

い
る
昔
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
の
ロ
マ
ン
を
思
う
こ

と
に
か
か
わ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
o

過
ぎ
去
っ
た
戦
争
に

ま
つ
わ
る
、
思
わ
し
い

思
い
出
、
こ
の
鉄
路
を

中
に
し
て
多
く
の
肉
親

を
送
り
、
ま
た
は
迎
え

た
こ
と
。
遂
に
は
煽
っ

て
こ
な
か
っ
た
人
た
ち

も
数
し
れ
な
い
の
で
あ

る。

黄
色
に
け
む
る
鉄
路

に
、
快
速
短
草
が
走
り

お
ん
が
短
歌
会
謙
尊

河
申
　
請
書
　
選

英
屋
敷
き
て
女
責
踊
る
に
紙
雛
の

人
形
次
ぎ
つ
ぎ
倒
れ
て
ゆ
き
舟

場
た
り
し
木
目
込
み
人
形
の
雛
飾
り

嫁
と
二
人
で
白
酒
を
酌
む

常
闇
r
L
部
屋
も
明
る
く
灯
さ
れ
て

飾
る
雛
の
声
聞
く
ご
と
し

芹
御
飯
炊
き
て
春
の
呑
か
み
し
む
る

老
い
た
る
二
人
桃
の
節
句
に

初
め
て
の
手
に
雛
人
形
を
飾
り
た
く

晴
着
手
広
な
し
し
戦
後
を
偲
ぶ

白
石
　
一
夫

久
野
き
よ
の

一
田
　
房
子

高
崎
∴
そ
の

伊
麻
ア
キ
コ

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
田

き
さ
ら
ぎ
の
酒
の
仕
込
み
に
唄
も
な
し

ダ
ム
の
径
終
り
菜
の
花
ま
つ
さ
か
り

猫
撫
で
て
を
り
語
り
を
り
入
試
の
子

啓
蟄
や
浮
き
て
傾
く
境
杭

背
伸
び
し
て
立
つ
灯
台
や
馬
帰
る

幸
利
　
通

原
田
貴
美
子

徳
永
小
代
子

玉
野
　
信
彦

一
二
村
　
妙
手

柴
田
と
も
子
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楽しさがギッシリつま重塊な2，00胴也繭。由
○アジア太平洋博覧会入場料金表

1．200円11．000円

高訂高言
叢当日入場剃こく意掲別割引券（身障者やお年執）など）・一触団体割引券・学枝団体割引お
嬢区分Ia入場時点でのそれぞれの区分を遼用します　　　　矩全期間運用券は、本人の
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型饗麗麗題麗 

≒嘉護賎畿態』 

おもな簾行代：瞳店、茸　‾　葦）　・引　　窯充場所点二薫手書∴葉．与や実証
豪華プレヒント
前売券で海外旅行などステキ潰笑品が
lPi遠で‘jl7ごりまも第一期前充期間

1郭8年1部6日～7月3旧く259。引き）

の主要置和宮東新・バスターミナ

録の駅充店、おもなプレイガイ！

蕪群しく（象機業会協会まで
お問い合せください、

新しい世界のであいを求めて

アジア太平津博覧
会期／／1989年3月17日録－9月3日㈲《17旧聞〉
●主催　側アジア太平洋博覧会協会●後援　政府省庁、政府間係機関、

（8）
発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場∴∴∴編　集　企画調整係　　印　刷　冷寧日印刷合資会社

商
業
統
計
調
査
に

こ
協
力
く
だ
さ
い

通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
六
十
三
年

六
月
一
日
現
在
で
商
業
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
「
商
業
の
国
勢
調

査
」
と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
三
年
に

一
回
わ
が
国
の
商
店
の
分
布
状
況
や
販

売
活
動
の
実
態
及
び
商
品
の
全
国
的
な

流
通
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
全
国
の
卸
売
業
及
び
小
売
業
を
営

ん
で
い
る
す
べ
て
の
商
店
を
対
象
と
し

て
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県
、
市
町
村
で
の
商
業
の
育
成
、
流
通

機
構
の
近
代
化
な
ど
の
施
策
を
進
め
る

た
め
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
多
方

面
で
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
個
々

の
商
店
が
経
営
指
針
を
作
成
す
る
際
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
任
命

さ
れ
た
商
業
統
計
調
査
貝
が
商
店
を
直

接
訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
て
回
収
す
る
と
い
う
方
法
で
行
い

ます。提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法
に

よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で

正
確
な
報
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。


